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YouTubeチャンネルの開設が社協VCの広報活動と関係者の一体感をうみだす特集

ボランティア・市民活動のコーディネーター・リーダー等推進者のための

令和3年7月1日発行　毎月1回1日発行　ボランティア情報　昭和52年11月12日第三種郵便物承認

小柗さんが門真市社協（以下、市社協）
へ入局した2016年度、学校からの福祉
教育の依頼はありませんでした。そん
ななか、小柗さんは大阪府社協が開催
していた福祉教育の勉強会に参加し、
府内に多くの実践があることを知りま
した。「このままではいけない」と感じた
小柗さんは、市内の学校の先生に相談
します。そこで市社協の取り組みがあ
まり知られていないと感じ「まずは社協
のことを伝える必要がある」と考え、動
きだしました。
同じ勉強会に参加した他市の社協の
チラシを参考に、市社協でも福祉教育
を紹介するチラシを作成し、市内の複
数の学校に持参したところ、先生から
の問い合わせが増えたのです。「学校に
は積極的なアプローチが効果的」と感
じた小柗さんは、チラシを増刷し、市内

の小中学校20校に50部ずつ持参しま
した。「市社協や福祉教育について知っ
てもらうためにも、社協の営業活動は
大切だった」と小柗さんは語ります。
こうした営業活動を通し、学校側の理
解が深まることで、小学校での福祉教育
が実現しただけでなく、ある学校では、
共同募金の募金額も増加しました。
2020年度は、コロナ禍により福祉教
育の実施が難しくなりました。「少しで
も先生とのつながりを保ちたい」と考え
た小柗さんは、2019年度の福祉教育の
実践報告書を作成し、各校に持参しま
した。すると「こんな時だからこそ福祉
教育を」と、複数の学校から依頼が寄せ
られたのです。
その一つである沖小学校では、3年
生の2クラスで2学期（9～12月）の「総
合的な学習の時間」をすべて使って福

祉教育を行いました。プログラムは、子
どもたちから事前に寄せられた福祉の
関心事を踏まえて、「講話・体験学習」「作
戦会議」「グループ活動」「振り返り」の
複数のテーマを設け構成しました。作
戦会議では、子どもたち自身が「学びを
活かしてできること」を話し合います。
それをもとに、グループ活動では「バリ
アフリー」「手話」など6グループに分
かれ、学校のバリアフリー調査や啓発
ポスターの作成を行いました。　　　
小柗さんは「子どもたちがとても前向

きで、どんどん質問をしてくれました」
と手応えを語り、「まだやりたいことは
沢山あります。学校からの依頼もさら
に増やしていきたいです」と今後の展望
を語ってくれました。

「社協の営業活動」で先生とつながり広がる福祉教育
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大阪府 門真市社会福祉協議会 ボランティアセンター 
福祉教育コーディネーター

福祉教育わたしの実践

2020年度（令和2年度）の
実践報告書 ▼

読者のひろば



公益財団法人洲崎福祉財団「障害児・者に対する自立支援活動への助成」募集（2021年8月31日（火）締切）
対象は、「障害児・者の自立と福祉向上を目的とした各種活動」「障害児・者に対する自助・自立の支援事業」。助成決定以降、令和3年12月
1日から事業を開始し、令和4年5月31日（半年以内）までに終了する事業。1件当たりの上限額200万円。

（詳細は「洲崎福祉財団」で検索）

助成金情報

特 集

YouTubeチャンネルの開設が社協VCの
広報活動と関係者の一体感をうみだす
　本特集では、近年身近な情報取得方法として普及が進む動画サイトYouTubeを活用して広報活動を行う社
協ボランティアセンター（以下、社協VC）の取り組みをご紹介します。取り組みのきっかけは、若い世代への
アピールやボランティア活動の実際を紹介することを通じて、ボランティア活動を身近なものにしていきた
いという思いでした。
　コロナ禍でも地域住民やボランティアとのつながりを保ち、活動の継続や再開を後押しするという効果だ
けでなく、社協VC全体で同じ方向を向いて地域を考えていくことへと発展していきます。
　社協の積極的な広報活動、チャレンジしていく精神から社協VCのあり方を考えます。

コロナ禍に負けず、地域との 
関係を保ち市民の健康を守る

VCがYouTubeチャンネル（以下、
YouTube）を開設したのは、2020年
5月のことです。きっかけは、コロナ
禍により市民が外出を自粛するよう
になり、近隣同士の緩やかな見守り
ができず、地域とのつながりが途切
れがちになっていたことです。

また、特に高齢者は自宅で過ごす
時間が増えることで、フレイルや要
介護状態になるリスクも高まるため、
VCでは「自宅でできる健康体操など
の情報を発信できるとよいのでは」
との意見も交わされていました。こ
れに加え、ボランティア活動者から

も「コロナ禍でも何かできることはな
いか」との声が寄せられていました。

そこで、市社協ではメールやLINEに
よる文字での情報発信を活発に行って
いたこともあり、新しい取り組みとし
て、YouTubeによる動画での情報発信
にチャレンジすることにしました。ま
た、YouTubeであれば、普段VCがな
かなか接点を持てずにいる若い世代
とつながりやすくなるのではないか
との思いもありました。
「市社協」ではなく「VC」としてアカ

ウントを登録し、配信を行うことに
したのは、法人全体で動くのに比べ
て機動力が高いと考えたためです。
VCで中心的にYouTubeに携わる栗原
さんは次のように語ります。「とにか

く一刻も早く行動したいという思いが
ありました。VC主導の動画配信に、
すぐに理解が得られる環境だったこと
は恵まれていたと思います」。

こうしてVCでは、5月に1回目とし
て、地域のボランティア活動者から
寄付された手づくりマスクを紹介す
る動画を配信しました。

ニーズ把握と情報発信を結びつけた
無理のない活動体制で制作・配信

配信内容は、VCの職員がCSWとし
て集めた地域住民のニーズや情報の
なかから選びます。制作や編集は、
栗原さんを含めVCの職員3名で担っ
ています。誰もが高いスキルを持っ

ボランティアセンター主導でYouTubeチャンネルを開設。
さまざまな協力を得ながら制作することが地域づくりにつながる

埼玉県・所沢市社会福祉協議会
　所沢市は埼玉県南西部に位置し、東京都内に通勤・通学する人々も多く、現在、人口約34万人
の都市です。
　市では市内を 11の地区に分けて「地域づくり」を支援しており、所沢市社会福祉協議会（以下、
市社協）でも、各地区にコミュニティソーシャルワーカー（以下、CSW）を配置し、さまざまな活
動に取り組んでいます。
　今回は、CSWも兼務するボランティアセンター（以下、VC）の職員が取り組む YouTubeチャ
ンネルでの動画配信を活用した広報活動についてお話をうかがいました。

事例
1

栗
くり

原
はら

恵
え

美
み

さん地域福祉推進課　ボランティアセンター

2



独立行政法人国際交流基金アジアセンター「令和3年度　アジア・市民交流助成」（2021年9月15日（水）締切）
ASEAN諸国を中心としたアジアの国々と草の根レベルで交流に取り組む団体、また文化・芸術、スポーツ、学術等の各分野において国際交
流を実践している団体を対象に、現状の課題に取り組みつつ「コロナ後の時代」を見据えた新しい国際交流のあり方を模索する事業について、
経費の一部を助成。（詳細は「国際交流基金アジアセンター」で検索）

助成金情報

ているわけではないため、配信ペー
スなど細かな決まりごとは設けず、
無理のない範囲で取り組んでいます。

また、機材などはもともとVCに
あった備品を使用しました。新たに
購入したのは3,000円ほどの編集ソフ
トのみと、大きな予算はかけずに活
動しています。

これまでに配信した動画は計18本
（2021年7月現在）で、VCの職員が「健
康体操」や「段ボールパーテーション
のつくり方」など実践・説明するもの
に加え、弁当の配食や高齢者の居場所
づくりなど、地域で活動するボラン
ティア団体の紹介動画も配信してきま
した。「多くのボランティアがYouTube
での紹介を快く引き受けてくださり、
実際の動画を見て喜んでくださいま
す。コロナ禍でも、活動を継続して
いくというボランティアの想いを感
じることができます」と栗原さんは
語ります。

手話や字幕を取り入れることで 
誰もが楽しめる動画に

VCのYouTubeの特徴の一つが、動
画に字幕と手話をつけている点です。
字幕は、市社協に登録するボラン
ティアグループ「要約筆記つくし」
の協力を得ています。「『つくし』さ
んが、1本目の動画を見て協力を申し
出てくださいました」と栗原さん。2
本目以降は毎回、字幕をつけること
にし、1本目の動画にも後日、字幕を
追加しました。

また、手話は、市社協内に市の委
託による「手話通訳・要約筆記派遣
事務所」があるため、ここに在籍す
る職員に依頼しました。

手話も要約筆記も、もともと市社
協主催の講演会や講座では頻繁に導
入していたため、VCとしては身近な
関係にありました。栗原さんは「手話
や字幕をつけることで、誰もがYouTube
を通して情報を知り、楽しむことがで
きます。普段からの関わりがスムーズ
な協力体制に結びつきました」と振り
返ります。

また、動画制作は、さまざまな人
や団体とのつながりを強くする機会
にもなっています。栗原さんは次の
ように語ります。「撮影を通してボラ
ンティアさんとの関わりが増えたり、

『実はそんな活動もしていたんだ』と
思うような発見があったりします。
また、新たな人との出会いも増えま
した」。広い意味で、動画制作は地域
づくりにつながっているのです。

いずれは法人全体での活用を視野に
多くの職員を巻き込んでいく

YouTubeの開設から1年以上が経ち、
市民からは「動画を見たよ」と声を
かけられることが増えました。あるボ
ランティアグループからは「動画を見
ながら段ボールパーテーションをつく
り、サロンに置きました」「安心して
サロン活動を再開する一助となる」
などといった反響がありました。栗
原さんは「文字だけの情報よりも、
VCの活動や職員を身近に感じてもら
えていると思います」と語ります。

また、市社協内でも動画がコミュ
ニケーションのきっかけになること
があるそうです。「多くの職員を巻き
込んで動画をつくり、いずれは法人
全体としてYouTubeを活用していけ

たらと思います」と栗原さんは展望し
ます。

今後の目標について、栗原さんは
「より多くの方にYouTubeを知ってい
ただき、ボランティアに興味をもっ
てもらうことでわがごととしての地
域づくりへつなげていきたい」と意
気込みを見せます。そのためにも、
どのような動画であればより関心が
集まるか担当者同士でよく研究し、
話し合いを重ねることが必要である
と栗原さんは考えます。

やりがいも楽しみもある動画配信
ぜひ取り組みを

YouTubeをVCで活用するのはハー
ドルが高いと感じている皆さんも多い
かもしれません。栗原さんは「YouTube
を開設する時は、職場の承認を得た
りアカウントを取ったりと、苦労す
ることもあるかもしれません。しか
し、始めてしまえば皆で手探りしな
がら楽しく取り組めます。反響がや
りがいにもなります。ぜひ挑戦して
もらえたらと思います」と語ります。

YouTubeの活用は、VCの活動に新
たな展開を生むきっかけになりそう
です。

すべての人に情報を届けられるよう、動画には字
幕と手話をつける。社協内で撮影するときは同時
に収録し、屋外で撮影するときは後から手話の動
画を挿入する

広報紙やチラシを通してYouTubeチャンネル
のPRを行い、登録者増をめざす
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公益社団法人日本フィランソロピー協会「2022年度　TOYO TIRE グループ環境保護基金」募集（2021年09月30日（木）締切）
環境保護活動を行う非営利団体を資金面で支援することを目的とし、対象は公益に資する事業を計画している団体であり、環境保護・環境保全
関連の事業活動を行う団体に対して支援。（詳細は「日本フィランソロピー協会」で検索）

助成金情報

ボランティア活動先の魅力を 
より効果的に伝えるために

2020年6月、立川市社協（以下、市社
協）はYouTubeで「立川社協動画チャン
ネル」（以下、動画チャンネル）を開設し
ました。この企画を立ち上げから担う
のが、市社協ボランティアセンターの
小林さんです。

きっかけは、市社協が毎年開催して
いる「夏！ 体験ボランティア」でし
た。夏期休暇期間を利用し、市内の多
くの活動団体や福祉施設の協力を得て、
活動初心者にボランティアへの入口を
提供する企画です。参加者募集にあ
たっては、活動先のメニューを冊子に
まとめて配布し、またホームページで
も紹介していましたが、小林さんは、
応募の様子や参加者との会話から、活
動分野によって参加者数に偏りがある
印象を持っていました。特に障害者支
援の事業所では、他分野より参加者が
少なく感じたそうです。「障害者支援
の活動は若い人にとって身近ではない
ことが多く、イメージするのが難しい
のではないかと考えました。また、受
け入れ団体の雰囲気や活動の魅力が従
来の広報媒体では十分に伝わっていな
いのではないかと思いました」と振り
返ります。

そこで小林さんは、具体的な活動

の様子を映像で見られるようにする
ことで、ボランティア希望者の心理
的なハードルを下げようと考えまし
た。ここから動画配信のアイデアが
具体化していきました。

市民活動団体との 
新しい協力関係を築く土台として

動画配信の大きな目的はもう一つ
ありました。各種活動団体の情報発
信プラットフォームとしての活用で
す。市内のボランティア団体・市民
活動団体でも、メンバーがインター
ネットツールに詳しくないなどの理
由から、紙媒体以外での広報に消極
的な例が少なくありませんでした。

そこで、まずは団体紹介の動画撮
影や投稿を市社協と一緒に行いなが

ら、将来的には自分たちで実際の活
動の様子などをこの動画チャンネル
で公開していくことで、新規メン
バーの獲得や活動のさらなる活性化
を、市社協とともにめざすことにし
ました。

一方、動画チャンネル開設後、小
林さん自身が最初に作成したのは、
市社協へのアクセス方法を紹介する
道案内動画です。小林さんは「もと
もとPCやネットは苦手な部類でした
が、まずは自分でつくってみないこ
とには始まらないため、他の例など
一から調べながら、見よう見まねで
つくりました」と語ります。

ボラチューバーによるインタビューを撮影する様
子。小学生が話しやすい雰囲気に努めた

ボラチューバーの活動により、小学生と市社協と
のつながりも強くなった

社協の公式動画チャンネルの開設が、新たなボランティアの参加につ
ながる ～社協・VC が情報発信プラットフォームを担い、諸団体との新
たな協力関係の構築をめざす～

東京都・立川市社会福祉協議会
　立川市は東京都多摩地域の都市の一つです。市の玄関口である JR 立川駅は中央線など複数の路
線が乗り入れ、多摩モノレールや周辺各市と結ぶバス路線などとあわせて交通の要となっています。
一方、市街地を少し離れれば広大な国営昭和記念公園や都内有数の農地が広がり、やすらぎのある
生活環境が整っています。
　立川市社会福祉協議会（以下、市社協）では、昨年、YouTube を活用した新たな情報発信を始
めました。今回はその取り組みを中心となって進めたボランティア・市民活動センターたちかわの
小林さんにお話をうかがいました。
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「広がれボランティアの輪」連絡会議　パンフレットのリニューアルのお知らせ（「広がれボランティアの輪」連絡会議）
わが国のボランティア・市民活動を全国的に推進する55団体が協働するネットワーク「広がれボランティアの輪」連絡会議では、誰もが

「いつでも、どこでも、気軽に、楽しく」ボランティアに参加できるよう、広報啓発、情報交換、環境づくり、提言などに取り組んでいる。
2021年7月に活動を紹介するパンフレットをリニューアル。ホームページからダウンロード可能。（詳細は「広がれボランティアの輪」で検索）

公開情報

地域住民をはじめ多様な人が 
参加するボランティア活動に

これまでに市社協が作成した動画
で視聴数が多かったのは、「小学生が
インタビューしてみた。」という全10
回のシリーズです。市内の小中学生
向けに配布される広報誌を通じ、「き
みも今日からYouTuber!」と題して
市社協が募集し、応募があった小学
生を「ボラチューバー」と称して、
市社協の会長を含む各部門の職員に
インタビューしてもらう企画です。
「『社協って何をしているの？』と

聞かれることが多いので、業務の具
体的な内容を文字通り“小学生にもわ
かるように”説明しようと思いました。
また、自分たちの仕事を、自信を
持って紹介できるようにという若手
職員への研修効果や、将来的なリク
ルートにつなげることも意図してい
ます」と小林さんは語ります。

動画編集のボランティアも募集し、
高校生・大学生などが参加していま
す。ボランティア参加者には、オリ
ジナルの発想と感性を生かすことを
大切にしてほしいと伝えています。

「もともと動画編集が趣味だった高
校生もいました。その人にとっては、
趣味がボランティアになるという発
見につながりました。また、地域の
人がボラチューバーのロゴを作成し
てくれたりもしました」と小林さん。
こうしたことから、動画作成に携
わった人たちにとって特技を生かす
場となっただけでなく、やりがいや
学び、映像という成果物を提供でき
た点も、動画作成の大きな意義だと
小林さんはとらえています。

福祉の現場を 24 時間 365 日 
いつでも見学できる場を提供する

取り組みの直接のきっかけとなっ
た障害者支援のボランティアは、問
い合わせも参加者も増加し、動画の
アピール力を実感する結果となりま
した。今後は他の団体にも動画作成
とその効果を体験してもらいながら、
次の段階に向け、継続してより広く
広報活動を展開していく予定です。

長期的にめざしている目標は、動
画チャンネルの内容をさらに充実さ
せることで、24時間365日、いつで
もどこでも動画を通してボランティ
アや市民活動を「見学」できるよう
にすることです。そのために、より
多くの関係団体の参加を実現し、わ
かりやすい活動紹介動画の配信がで
きるよう心がけています。
「これまでの動画は受け入れ側の視

点でつくったものが多かったのです
が、今後は参加者側から活動の体験
談を語る内容で若い世代の親近感に
訴え、参加を喚起していきたいで

す」と小林さんは展望を語ります。

支えていく機運を醸成するために
組織として新たなチャレンジを

動画チャンネルのPRは、市社協内
部でも積極的に行いました。館内掲
示やメッセージカードを配布し、動
画に直接アクセスできるQRコードを
掲載するなど、認知度向上に努めま
した。インタビューに各部署の若手
職員を登場させたのも、市社協全体
で挑戦しているのだという機運を高
める意図がありました。その結果、
市社協全体として好意的な反応があ
り、全員で取り組む合意を得ること
ができたと小林さんは感じています。

動画チャンネルは、現在まで会長
はじめ各部署のバックアップのもと、
順調に投稿数・視聴者数を伸ばして
きました。最近は、他の地域の社協
からの問い合わせも増えています。
小林さんはこれから取り組みを始め
たいと考える社協の皆さんに、次の
ように語ります。「課題は常にあるで
しょうし、新しいツールは難しく感
じられるかもしれません。しかし、
ぜひ社協全体で応援する雰囲気をつ
くってほしいですね。それがチャレ
ンジの原動力になりますから」。

なじみのないツールにも尻込みせ
ず積極的にトライすること。そんな
挑戦を忘れたら、社協はその存在意
義が問われるだろうと小林さんは考
えています。市社協の意欲的な姿勢
が、動画活用の可能性をさらに広げ
ようとしています。

館内掲示の貼り紙。メインの文言は「いつもご覧
いただき、ありがとうございます。」など多様

メッセージカードの初代（上）と二代目（下）。
名刺サイズにカットして使う

地域の人が作成したボラチューバーのロゴ。カラ
フルでかわいいと小学生にも人気

撮影終了後、会長からボラチューバーに活動修了
書を手渡している様子
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『はるはる日記』（Kプランニング）　価格2,000円（税・送料込）
全国の障害者支援施設から取材したユニークなエピソードをもとに、マンガ＆エッセイの形式で彼ら（利用者）の「働く・暮らす」を描く。
施設で働く方はもちろん、利用者家族の方、福祉を学ぶ学生、ボランティア関係者にもお勧めの一冊。（詳細は「Kプランニング」で検索）

書籍紹介

専門家との出会いから	
社協としてLGBT相談を開始

相談活動は社協の主要業務の一つです
が、近年は相談内容が多様化し、対応に
も高い専門性が求められるようになって
います。

沖縄市社協（以下、市社協）では、
LGBTに関する相談を一つの課題ととら
えていました。当事者や家族が生きづら
さを抱えているにもかかわらず、市内に
専門の相談窓口がない現状に懸念を感じ
ていたのです。

そんなある日、市社協の上原さんは業
務でラジオ番組に出演し、そこで日本に
おけるLGBT運動の先駆的活動家で当事
者でもある南定四郎（みなみ ていしろ
う）さんと出会います。これをきっかけ
に、上原さんは南さんにLGBT関連の相
談員を依頼し、2017年1月に相談所を
市社協内に開所することになりました。

相談は、電話か対面で月1回、相談内
容は人間関係や自身の性別違和感など
LGBT全般です。個人情報は秘密厳守で、
本人や家族からの相談を受けます。

継続的な交流の場づくりと
フォーラムで市民にアピール

市社協では、相談を受ける一方で継続

的な支援も必要だと考えました。そこで
提起されたのがLGBT当事者の居場所づ
くりです。

それまでLGBT当事者の集まりは夜の
飲食店が中心で、中高生や大学生が安心
して参加できる場がありませんでした。そ
こで、市社協が会場を提供し、性の多様
性について自由に語り交流できる場として
2017年6月に始めたのが「にじいろゆん
たく会」です。「にじいろ」は性の多様性
を表し、「ゆんたく」は沖縄の言葉でおしゃ
べりの意味です。当事者のみの回と、家族・
関係者も参加できる回があり、偶数月に開
催し、当日の進行や運営は当事者が担い
ます。

会に参加する当事者は、「同じ悩みや
想いを持つ人と出会うことができる大切
な場所」と話します。また、今春から会
の担当をしている市社協の仲宗根さんは

「LGBTに関する相談があれば、この会の
取り組みを紹介していきたい」と語ります。

2017年8月には、LGBTについて考える

人々により実行委員会をつくり、「LGBTQ
フォーラム2017」を共催しました。当事
者を中心とした歌やダンス、トークショー
などを通し、LGBTへの理解促進と相談活
動の周知を行いました。

多様性を認め合える	
地域づくりへ

これまでの取り組みは、市社協の地域
福祉計画に位置づけられている「共生の
まちづくりモデル事業」の一環です。沖
縄市は米軍基地があり外国人も多いこと
から、市社協では本事業の目標を「多様
性を認め合える、誰もが住みよい多文化
共生のまちづくりの推進」とし、LGBT
当事者と外国人の支援を両輪で進めてい
ます。災害時に外国人を支援するための
ボランティア養成講座も、本事業の一環
として行われています。

上原さんは「多様な人々が共生する社
会づくりに向けて、今後は学校との連携
も進めるなど、さらに広がりのある活動
をめざしたい」と展望を語ります。

沖縄県沖縄市
LGBTの当事者・家族が悩みを打ち明け、
交流できる場をめざして
〜「にじいろゆんたく会」の取り組み〜

相談活動の一つとして始まったLGBT当事者・家族への支援。行政が相談事業を始めた
ことから、イベント開催、そして当事者・家族の継続的な居場所づくりへと支援の場が変
化していきました。背景には、基地のあるまち・沖縄市のまちづくり意識がありました。

Ch
all
eng
e

社会課題に挑む
第4回

LGBTの相談窓口やイベント開催、
そして当事者の居場所づくりへ

本コーナーでは、社会変化がもたらす、さまざまな社会課題を解決するためにチャレンジす
るボランティア・NPO、社会福祉施設などの事例紹介を通して、ボランティアの可能性
と社協ボランティアセンターの役割を考えます。

事務局長 

上
う え  は ら

原 健
け ん  じ

次さん

運営主体：沖縄市社会福祉協議会
所  在  地：沖縄県沖縄市

LGBT（性的少数者）の相談窓口を開設した沖縄市社協
が、本人や家族への継続的な支援を目的に取り組んだ
「にじいろゆんたく会」。当事者の主体的な取り組みを
市社協がサポートし、新たなまちづくりをめざす。

施設紹介

地域福祉係 

仲
な か

宗
そ

根
ね

 利
り  さ

紗さん

●LGBTとは
レズビアン［lesbian］（女性同性愛者）、ゲイ

［gay］（男性同性愛者）、バイセクシュアル
［bisexual］（両性愛者）、トランスジェンダー
［transgender］（身体の性と性自認が一致し
ない人。性同一性障害を含む）の頭文字。性
的マイノリティにはLGBT 以外にも多様なア
イデンティティの人が存在します。

「非営利の社協が行う交流の場としての意義を感じて
います」

「自由なおしゃべりを主としてお菓子づくりや映画鑑
賞など和気あいあいと過ごす日もあります。今後は
　周知活動にも力を入れたいです」

にじいろゆんたく会参加者の声

野外で開催したフォーラムで性の多様性
を周知
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「月刊福祉」2021年８月号（全社協出版部） 価格1,068円（本体971円）
特集は、「刑事司法と福祉の連携」。再犯防止推進法の成立を受け、各地域でも再犯防止推進計画をもとにした支援が進んでいる。しかし、依然とし
て高齢者や障害者の再犯者率は増加している。そうしたなかで、刑余者を福祉的な視点で支えることが重要とされていることから、刑余者の孤立・
孤独を防ぎ、居場所をつくるために、福祉関係者が司法との連携を通して何ができるのかについて提起する。 （詳細は「福祉の本出版目録」で検索）

書籍紹介

オンラインのあたたかい場づくり の巻

1	三密回避で	
失われつつあるもの

はじめまして。私たちハンズオン埼玉
は、埼玉を中心に活動するまちづくりの 
NPOです。人の関係づくりには「あそ
び」（PLAYを生み出す工夫の余地や安
心）が必要という理念のもと、「おとう
さんのヤキイモタイムキャンペーン」「大
人としゃべり場」など、学校・地域、あ
るいは職場での学びと遊びの場づくりを
すすめてきました。

私たちが「人が集まること」「人の集
まり方」に関心を寄せてきたのは、それ
が人の生きる力を引き出す最も基本的な
方法だと実感してきたからです。何か困
難なことがあったら、まず集まる。そし
てお互いの不安な気持ちを共有する。そ
れができたら、それぞれの力や知恵の持
ち寄りが生まれ、問題に取り組むことが
できます。仮にすぐに問題が解決できな
かったとしても、そこにはともに問題に
取り組む仲間が生まれます。

災害の現場をはじめ、地域福祉から人
権に関わる問題まで、さまざまな社会課
題の解決への取り組みは、まず「集う」
ことの模索から始まります。特に今日の
さまざまな社会問題の背景には、生活様
式の変化から生まれた孤立があります。

ゆえに私たちは日常のなかで、「人の関
係の三密」を作ることが、問題発生の予
防であり、同時に解決でもあると考えて
きました。その意味で、「一緒にご飯を
食べない」「距離を取れ」というよびか
けは、とても重いものでした。

2	つながらない回線、	
あわない目線、読めない空気、
余韻のない別れ……。

そのようななか、私たちは新しいコミュ
ニケーションの方法に出会いました。い
わゆるオンライン（リモート／テレビ会
議システム）です。2020年3月、私た
ちも、恐る恐るこの新しい道具を使い始
めました。しかし……「つながらない回
線」「あわない目線」「読めない空気」「余
韻のない別れ」……。慣れないその時間
が終わると、そこはかとない疲労感が
残りました。それでも、なんとかこの新
しい道具で「集う」ことができないかと
社協のボランティアコーディネーターの
方々とも一緒に研究会を立ち上げ、試行
錯誤を始めました。「ちくちくタイム（布
マスクをオンラインでみんなで集まって
縫ってみよう）」「オンラインアイスブレ
イク研究会（3回）」「もちより音楽カフェ」
等、さまざまなオンラインでの不要不急
の活動を重ねるとともに、オンラインで
素敵な場づくりを実践されている皆様の
所にもお邪魔させていただきました。そ
のなかにはオンラインサロンの参加者の
平均年齢が77歳、最高年齢は87歳とい
うグループもありました。これらの実践
と学びの記録をまとめ、オンラインの場

づくりをやってみようと思う方、団体向
けに、そのポイントとアイスブレイクを
掲載した『オンラインのあたたかい場づ
くり自主研究ノートver1』を2021年5
月に出版いたしました。

3	オンラインの	
あたたかい場づくりで	
一番大切にしたいこと
このノートのタイトルにもある「あた

たかい場」とは、その集まりが終わった
ときに参加者が「今日、参加してよかっ
た」「また集まりたい」と思えること、
主催者が「この場を開いてよかった」と
思える場のことです。人がそこに集い、
互いの言葉を聞き合い、やりとりをする
なかで、何かをしてみようという気持ち
が身体の内側から湧いてくる、そんな集
まりのことです。そのような「場」をオ
ンラインのなかでも作っていくことが今
の私たちの目標です。

オンラインでのコミュニケーションで
最も辛いこと、それは「反応が分かりに
くい」ことではないでしょうか。参加者
が「安心」を感じられるためには「応え」
が必要。そしてその「応え」が、「安心」
を生む。人は「安心」を感じると表現し
はじめます。こうした、「安心」と「応え」
の循環から、「あたたかい場」は、自ずと「生
まれてくる」ものではないでしょうか。

ノウハウを学ぼう！を必見！
仕掛け人！

ボランティア情報　2021年7月号

特定非営利活動法人
ハンズオン！埼玉

川田虎男さん・西川正さん

ボランティア・市民活動において、地域で多くの仕掛けづくりに取り組む皆さんの実践には、
活動を進めるヒントや学びがたくさんあります。
このコーナーでは、これから4回にわたり、ハンズオン埼玉の川田さん、西川さんに、実
践事例をもとにオンラインの場がどうすれば「あたたかい場」になるのか、そのポイント
とノウハウをご紹介いただきます。

場
が
あ
た
た
ま
る

「応え」が
ある

「安心」が
生まれる
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  次号の特集は（予定） 

「 離島の社協の取り組みから考える
　　　　　 ボランティアと地域づくり」

わが国には、400を超える有人の離島があります。その多くは、少子高齢化や過疎、人口減少という厳しい課題がありなが
らも、住民同士の強いつながりや豊かな関係性により、暮らしと結びついたボランタリーなたすけあい活動が日常的に、そして
自然に生まれてきています。そこには、私たちがめざす地域共生社会づくりにつながるヒントがあります。

3つの離島の社協をオンラインで結んだ座談会のようすを誌面で紹介します。

「全社協 被災地支援・災害ボランティア情報」 https://www.saigaivc.com　　 災害ボランティア  で検索

いつも読者アンケートにご協力いただき、
ありがとうございます。

下のQRコードを
携帯電話で読み込んでいただくと
アンケート回答記入フォームが開きます。

今後も、読者の皆さまからのご意見をもとに冊子づくり
や、特別企画の開催などへつなげていきたいと思います。

7月には、オンラインを活用して離島の社会福祉協議
会の取り組みを配信しました。この様子は次号の特集に
てご紹介します。

引き続き、読者の皆さまの貴重なご意見をぜひお寄せ
ください。

読者アンケートに
ご協力いただいた方には、
取材のこぼれ話を
プレゼントしています！

皆さまの声を皆さまの声を
 ぜひご記入ください！ ぜひご記入ください！

今月の紙面今月の紙面
の感想の感想

私たちの地域の私たちの地域の
「この実践」を「この実践」を
ぜひ紹介したい！ぜひ紹介したい！

etc...etc...

7月1日からの大雨では、1都、1府、19県で被害
が発生し、9市2町に災害救助法が適用されました

（7月15日現在）。
土石流災害が発生した静岡県熱海市をはじめ4

県の7市が災害ボランティアセンターを設置し、感
染症拡大防止に配慮しながら災害ボランティア活
動に取り組みました。
　「全社協 被災地支援・災害ボランティア情報」
ホームページでは、被災地の災害ボランティア活
動に関する情報を提供しています。

7月の大雨災害の被災地で
災害ボランティア活動が進められました

 災害ボランティアの動き
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